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金谷太郎先生のご逝去を悼む
小泉　格

南米バルバドス島のOceanic Formationの化石珪藻がEocene
であることを確認された（Barron et al., 1984）．海底か
ら採取された堆積物や岩石の時代決定に微化石が有効で
あることを確信したと記している．

1956年（昭和31年）に非常勤講師として母校に戻られ
た後（金谷, 1957），1958年に女川層準の化石珪藻群集を
まとめられて学位論文として提出され，翌年に学位を授
与された（Kanaya, 1959）．男鹿半島の女川層は，化石珪
藻群集によって大陸斜面に堆積したこと，Denticulopsis 
praedimorpha 帯からNeodenticula kamtschatica 帯までの
7帯が占める1,290万～550万年前に堆積したことを後続
の研究が明らかにしている（Koizumi, 1968; Koizumi et al., 
2009）．

1959年（昭和34年）に再度スクリップス海洋研究所に
Assistant Research Geologistとして勤められた．M. N. 
Bramelette教授からの研究課題は，太平洋底質表層に含
まれている珪藻遺骸から過去の海洋の水塊分布を推測す
るパラメーターを見いだすことで，この研究成果の一部
はコロンビア大学ラモント・ドハティ地質学研究所が採
取した多数の海底堆積物コアのうちの北西太平洋中緯度
域のV21-130コアの解析に適用された（金谷, 1966; Kanaya 
and Koizumi, 1966）．金谷先生がこの研究から導かれた

“珪藻温度指数”は，海底堆積物から過去の海洋の環境を
復元することを目的としたもので，1970年代に確立され
た“古海洋学”のモデルケースとなった．珪藻温度指数
による珪藻古海洋学はKoizumi（1989, 2008），Koizumi 
and Yamamoto（2010, 2011）に引き継がれ，有効性を証
明した．

スクリップ海洋研究所で同室したR. Simonsen博士と
の共著論文（Simonsen and Kanaya, 1961）である，カリ
フォルニアの陸上試料によるDenticula 属のモノグラフと
進化系列に関する考察は，その後カリフォルニア縁辺域
DSDP（深海掘削計画）Leg 18の掘削試料による時間軸
を用いてDenticula 属の進化系列が具体的に提示され

（Schrader, 1973b），さらにCrucidenticula，Denticulopsis，
Neodenticulopsis の3属に細分された殻と環帯構成の詳細
なSEM図解で系統進化がまとめられた（Yanagisawa and 
Akiba, 1990）．

1959年に米国ではモホール計画が立ち上がっていた．
1961年に最初の試験掘削がグアダルーペ島の東域で行わ
れた．採取された掘削試料の微化石が調べられ，隣接し
たカリフォルニアの地層に対比されると共にK-Ar年代が
測定された．金谷先生が担当された化石珪藻の結果は，
1971年に印刷出版された（Kanaya, 1971）．

1962年（昭和37年）に助教授として母校に戻られた．
国際人としての社交性を身につけた新進気鋭の学者先生
で，スクリップス海洋研究所における第一線の国際的研
究者たちとの交友を熱っぽく語る金谷先生は，ある友人
が言ったように「外国を運んできた先生」だった．活発

金谷太郎先生は2011年8月9日に逝去された．85歳の
生涯の前半を東北大学助教授の学者として研究と教育に
あたられ，後半を企業人として日光金谷ホテルの経営に
あたられた．

金谷先生は1948年（昭和23年）に東北大学理学部地
質学古生物学教室を卒業，引き続いて東北大学大学院特
別研究生となり，前期2年間は弘前盆地南部の地質調査
と大和沢層の化石珪藻の研究（修士論文は「Fossil Diatoms 
from the Owazawa Formation, Hirosaki Basin, Aomori 
Prefecture, Honshu, Japan」，1953年），後期の3年間は
男鹿半島の女川層を主体とした女川層準の新種を含む化
石珪藻モノグラフをまとめられ，これは後の博士学位論
文の中核となった．この5年間（1948年～1953年）は化
石珪藻の生層序を確立するための文献収集と研究方法を
模索する試行錯誤の時期であったと記している．

1953年にスタンフォード大学地質学大学院に在籍され，
化石珪藻を本格的に学ぶために，この分野の先達である
カリフォルニア科学アカデミーのG. D. Hanna博士のも
とでサンフランシスコ北方のMt. Diabloに分布する（late）
Eocene Kellogg Shaleの珪藻群集を修士論文として1955
年（昭和30年）にまとめられ，1957年に出版された．

それからスクリップス海洋研究所でGraduate Research 
Geologistとして採用され，M. N. Bramlette教授のもとで
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な会話や議論を好まれ，教室対抗の野球やボート，テニ
スやハイキングにも加わって楽しまれた．当時の学生た
ちは荒れ狂うコンパで「一つとせ，ひん曲げとがらせタ
バコ吸い，その上講義もするお口」と揶揄しつつ親しん
だ．金谷先生のあらゆる意味でのスマートさに影響され
て，コロンビア大学ラモント・ドハティ地質学研究所に
就職，あるいはストックフォルム大学，ウイーン大学，
カリフォルニア大学，テキサス大学に留学する友人たち
が続出した．この3K（北村助教授，小高助教授，金谷助
教授）時代は，卒業論文の作成や大学院の課題研究に関
わる教育と，国内外の種々の共同研究に情熱が注がれ，
教室全体が親密な一体感につつまれた黄金時代だった．
海外の古生物学者たちがよく教室を訪ねてきた．

1950年代後半には，深海底から採取される海底堆積物
コアや掘削試料の年代決定に微化石，とくに北太平洋に
おいては珪藻が重要な手段になることは明白になってい
た．帰国された翌年の1963年5月～6月には，「日本深海
研究，JEDS」の第6回航海に大学院生の小泉を参加させ，
以降海洋調査の航海に加わる研究者が続いた．こうして
日本での本格的な化石珪藻の研究のみならず古海洋研究
の研究者を育成する道筋をつくられた．金谷先生が作業
委員の一人であったユネスコの海洋研究科学委員会第19
作業委員会は，1967年に英国ケンブリッジでシンポジウ
ム“海底堆積物中の微古生物”を開催した（Kanaya, 1969, 
1971）．1969年からは国際地質学連合の層序学委員会に
設置された“白亜紀および新生代海成堆積物の対比に関
する作業部会”において，「北太平洋域の珪藻基準面を
Berggren（1969）の複合年代尺度に組み込む」作業が行
われた．中間報告である金谷・小泉（1970）には，珪藻
層序を確立するための研究作業の段取りが明記されてお
り，この方法は現在に至るまで大きく変更されることな
く継続されている．時間尺度として有効な古地磁気極性
層序の編年には，堆積物の連続性を微化石（珪藻，金谷；
放散虫，酒井）によって検討することが必要不可欠であ
ることを熱帯西太平洋コアで提示している（Kobayashi 
et al., 1971）．

金谷先生が参加されたモホール計画の後続プログラム
として展開された深海掘削計画（DSDP-ODP-IODP）で
は，北太平洋における珪藻層序が，ベーリング海（Koizumi, 
1973），北西太平洋中緯度域（Koizumi, 1975b, 1980; 
Koizumi and Tanimura, 1985），三陸沖（Barron, 1980; 
Harper, 1980; Akiba, 1986; Maruyama and Shiono, 2003），
日本海（Koizumi, 1975a, 1992），高緯度域（Barron and 
Gladenkov, 1995; Gladenkov and Barron, 1995），カリフォ
ルニア縁辺域（Schrader, 1973a; Barron, 1981; Maruyama, 
2000）などにおける珪藻種の分類学的検討，示準珪藻種
の選別と生物事件に基づく基準面の設定，古地磁気年代
尺度や他の微化石層序との対比，などに基づいて確立さ
れた（Yanagisawa and Akiba, 1998; 本山・丸山, 1998）．

1971年（昭和46年）に東北大学を退き，金谷ホテルの
社長に就任された．退職後に，浅野　清教授の退官記念
論文として執筆されたKoizumi and Kanaya（1976）は，
北西太平洋中緯度域の陸域における地磁気極性層序に対
応した第四紀珪藻層序に基づいて，北太平洋中−高緯度
域の海底堆積物コアから得られた第四紀珪藻層序が陸域
においても追認できることを証明した．また，秋田大学
鉱山学部藤岡一男教授の退官記念論文としての小泉・金
谷（1977）は，すでにNeodenticula kamtschatica からN. 
koizumii へ，さらにN. seminae への進化系列（Yanagisawa 
and Akiba, 1990）とNitzschia fossilis からFragilariopsis 
doliolus への進化系列（Koizumi and Yanagisawa, 1990）
を記述している．

北太平洋における珪藻古海洋学の発展と珪藻年代尺度
の確立において，パイオニアとしての金谷先生の業績は
際立っている．先生の退任によって世界の古海洋学研究
の発展は10年遅れたと言われるほどだが，先生の学識と
先見性が中断されずに存分に揮われていたなら，先生は
何をどのようにされただろうか．その思いを実行に移し
てゆくことが後に続く我々のつとめであり，先生への何
よりの供養だろう．

合掌
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